
昏 、

大

匠
四
串
六
月

二
†

一
日
第

三
稀
郵
便
物
認
可

〔
毎
月

一
回

一
日
置
行

}

曾:學濟 経學k國帝都京

(禁

輻

載

)

◎

第

叢論濟
號 五 第 二::評恨 葬

行 醗 日 一 月 五 年 武 和 昭

整調

叢

人
税
物

税

の
分
界
並

に
特

徴

・
・
・
…

法
學
博
士

神

戸

正

雄

一

人

目

密

度

ご

経

済

生

活

.

.

.

.
・

一

・
・
讐

學
博
士

汐

見

三

郎

=

激

學
的

経
濟
學

の
論

理
的
構

造
の
批

判
.
.
文
學
博
士

米

田

庄

太

郎

一

=

設

苑

}

=

米

の

生

産

地

ご

漕
…費

地

こ

の

野

立

-
.

・

経
済
學
士

谷

"

青

滲

.…

信

用

ご

資

本

:

・
:

・
:

:

:

:

経
済
學
士

中

谷

實

國
勢
調
査

に
於
け
る
人
口
の
概
念

…

樫
濟
學
士

岡

崎

文

規

雑

録

都
市
公
企
業
の
財
政
的
意
味

・
…

:

経
済
學
士

大

谷

政

敬

植

民

的

活

動

脈
礁
政

治

的

支

配

に
就

い
て
.
.
経
済
學
士

金

持

一

郎

歴

史

哲

學

に

就

い
て

・
:

・
:

:

:

経
済
學
士

竹

中

靖

一

峠

b
㍍

『綜

合

経

済

學

』
概

念

・
・
:

・
経
済
學
士

桑

原

晋

法

令

地
租
法

・
瞥
業
牧
盆
税
法
中
改
正
法
律

・
砂
糖
漕
費
視
法
中
改
正
法
律

.
織
物
消
費
税
注
中
改
正
法
律

附

録

新
着
外
囲
経
済
雑
誌
主
要
論
題



人

口
密

度

ご

経

済

生

活

汐

見

三

郎

第

繭

人

口
密
厘
の
諸
研
究

人

口
の
静

態
統
計

に
關

す

る
研
究

は
我
国

に
於

て
は
従

来
殆

ん
ど
閑

却

せ
ら
れ
て
る
た
の
で
あ

る
が
、
大

正

九

年
十

月

一
日

に
第

一
回

の
国
勢

調
査

が
行

は
れ
て
以
來

、
大

正
十

四
年

.
昭
和

五
年

に
第
二
回
,
第

三
回

の
国
勢

調
査

が
繰

り
返

さ
れ
た

る
結
果
と
し

て
、
急
速

の
進
歩

を
逡
げ

た
の

で
あ

る
。
我
國

は
全
艦

と
し

て
幾

何

の
人
口

を
敷

へ
て
る

る
か
、
そ

の
地
方
的
分
布

は
如
何

、
年
齢

別
、
男
女

別

は
ど
う
な

っ
て
み
る
か
等

の
問
題

は
、
過
去

三
回

の
國
勢
調

査

の
材
料
を
基
礎

と

し
て
始

め

て
之

を
明

か
に
し
得

る
の
で
あ

る
。
薮

に
は
専
ら
我
国

の
人

口
の

密
度

の
問

題
を
扱
ひ

た

い
の
で
あ

る
。

過
去
三

回

の
国
勢

調
査

の
結

果
を
比
較

す

る
に
、
郡
部

の
入

口
の
割
合

が
減

じ
都
市
人

口
の
割
合

が
漸
次
増
し

っ
っ
あ
.る
事
が
明

か
と

な

る
の
で
あ

惹
。
從

っ
て
大
都
市

の
属

す

る
府

縣

の
人

口
は
益

々
稠
密
を
加

へ
つ
つ
あ

る

に
拘

ら
す

、
然

ら

ざ

る
地

方

に
於

て
は
人

日
の
密
度

に
殆

ん
ど
鍵
動

な
き
か
、
例
外
的

の
場
合

で
は
あ

る
が
返

つ

人
口
密
度
と
纒
濟
生
活

第
三
十
二
巻

七
七
三

第
五
號

,

一=



人
口
密
度
と
経
湾
生
活

第
三
十
二
巻

七
七
四

第
五
時
瑞

て
密
度
が
粗
に
な
り
つ
つ
あ
る
事
賓
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
の
小
野
皐
士
の
人
口
密
度
に
閲
す
る
勢
作

は
専
ら
大
正
九
年
の
同
勢
調
査
の
結
果
を
基
礎
と
し
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
大
正
十
四
年
と
昭
和
五
年
と
の
国
勢

調
査
の
結
果
を
委
考
に
供
す
る
と
、
過
去
十
年
聞
に
更
に
異
り
た
る
人
口
密
度
の
委
を
後
見
し
得
る
の
で
あ
る
。

人
口
の
密
度
に
何
故
か
く
の
如
き
盤
勤
を
生
ゃ
る
か
、
我
闘
の
枇
曾
生
活
を
研
究
す
る
に
営
り
注
目
す
べ
き
問
題

で
、
め
る
。

‘
l
)
f
t
，
E
己
陶
'
'
〉
・

/
C
E
'
t
)
正
日
少
コ
「
}
喜
一
一
い
い
川
托

y
J
o
E
r下
Z
T
〕

Z

ニ

t
、
お
r
F

R
P
E
U
H相

2
3ヨ
商
寸
?
と

t
u
J
1
4
不
ノ

G
F
E
S
J
U
U
と
司
f
I
3
J

弱
音
由
民
U
4
4
6
H
t
l

州
竺
〆
し

原
因
ぞ
自
然
的
原
因
と
枇
曾
的
原
因
と
の
二
つ
に
品
川
っ
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
叫
地
形
、
気
温
、
雨
量
、
福
度
、
土

壌
の
性
質
等
よ
り
見
て
人
の
生
活
に
通
営
な
る
場
所
に
は
人
口
が
密
度
高
く
、
然
ら
.5
る
場
所
に
は
人
口
が
稀
薄

で
あ
る
と
云
ふ
現
象
は
、
自
然
的
原
因
の
影
響
す
る
場
合
で
あ
る
。
領
土
の
趣
夏
、
圃
籍
の
盤
面
見
等
が
住
居
に
影

響
し
国
境
の
存
在
日
か
移
住
を
制
限
す
る
が
如
き
は
、

枇
曾
的
原
因
の
中
の
政
拍
的
原
因
の
作
用
す
る
場
合
で
あ

る
。
然
れ
ど
も
祉
舎
生
活
に
於
て
経
樺
生
活
が
特
に
重
要
と
な
る
と
共
に
、
此
等
の
自
然
的
原
肉
及
び
政
治
的
原

因
よ

h
も
寧
ろ
経
済
的
原
因
の
方
が
人
の
住
居
を
決
定
す
る
に
営
り
最
も
重
要
な
る
要
素
と
な
っ
た
の
で
め
る
。

自
然
的
に
は
恵
ま
れ
古
る
土
地
に
あ
り
て
も
、
人
の
努
力
に
よ
り
宮
源
が
間
接
せ
ら
る
れ
ば
多
数
の
人
口
を
吸
牧

し
得
る
の
で
あ
る
。
又
政
治
的
に
如
何
に
人
口
を
移
動
せ
し
め
ん
と
す
る
も
、
宮
源
乏
し
き
時
に
は
人
口
が
自
ら

稀
務
な
ら
ま
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
五
に
人
口
の
密
度
を
研
究
す
る
に
営
り
、
経
済
的
要
素
を
考
慮
に
入
れ
ね

1) 石橋博士監修、小野皐士編、大日本帝国郡市!l1J.人口密度闘、大H本市岡郡
市別人口密度表
Mayo-呂田iii，.Statistics and Sociology Book IV. 2) 



ば

な
ら

ぬ
の
で
あ

る
。
然

ら
ば

、
我
国

の
人

口
密
度

に
影
響

を
及

ぼ
す
経
濟
的
要
素

と
し

て
如

何
な

る
も

の
を
揮

ぷ
べ
き

か
の
問
題

を
明

か

に
せ
ね
ば

な
ら
な

い
。

人

口
の
密
度

は
土
地

と
人

口
と

の
關
係

を
示

し
て
み

る
数
字

な

る
が
故

に
、
人

口
の
霜
度
と
關
達

し
て
研
究

す

べ
き
経
済

的
要
素
も
矢

張
り
土
地

に
關
係

あ

る
も

の
を
選
ば

ね
ば
な
ら

距
。
或
地

方

の
経
濟
力

を
反

影
す

る
も

の

と

し

て
種

々
の
統
計

歎
字
が
用

ひ
ら

れ
て
る

る
。

例

へ
ば

直
接
国

税
納
税
額

、

第

三
種
所

得
金
額

、

酒
類
消
費

高

、
煙
草
消
費

高
、

銀
行
預
金

、
土
地
賃
貸

償
格
等

の
種

々
の
も

の
が
考

へ
得
ら

れ

る
の
で
あ

る
。
此
等

の
数
字

を
軍
濁

に
用

ひ
叉

は
此
等

の
数
字

を
組
合

せ
て
綜
合

指
敷

を
作

り
、
以
て
各
地
方

の
経
済
力
を
比
較

す
る
事
が
出

家

る
の
で
あ

る
。
然

れ
ど
も
此
等

の
数
字

の
多

く
は
必
ず
し
も
各
地
方

の
純
潜
力

を
如
實

に
反
影

す

る
も

の
で
な

く
、
種

島
の
誤
謬

を
含
む
も

の
で
あ

る
。
此
等

の
吟
味

は
暫
く
之

を
措
き

、
叢

に
は

一
地
方

の
経
濟

力
を
反
影

す

る
も

の
と
し

て
專

ら
土
地
賃
貸
慣

格

の
み
を
研
.発

し
、
土
地
賃
貸
償
絡
を
通

じ
て
経
済
生
活
と
入

口
密
度

と

の
関

係

を
明

か

に
し
た

い
の
で
あ

る
。

第
二

土
地
賃
貸
偵
格
の
調
査

合
議
會

に
於

て
地

租
條
例
が
贋

止
せ
ら

れ
新

地
租
法
が
制

定

せ
ら

れ
し
直

接
の
影
響
と

し
て
、
都
會
地

の
地
租

が
増

す
と
共

に
地
方

の
地

租
が

軽
減

せ
ら
れ

る
事
と
な

っ
た

の
で
あ

る
。

こ
れ
地

租
の
課
税
標
準

が
從
來

は
地
償

人
口
密
度
と
経
濟
生
活

第
三
十
二
巻

七
七
五

第
五
號

.
二
三



人
口
密
度
と
経
溜
生
活

第

三
十
二
巻

七
七
六

第
五
號

二
四

な
り

し
を
、
之

を
改
め

て
賃
貸
慣
格

に
せ
し
結
果

で
あ

る
。
地
償

が
土
地

の
財
産

償
格
を
示
す

に
反

し
土
地
賃
貸

償

格
な

る
も

の
は
土

地

の
収

益
を
示

す
も

の
で
あ

る
か
ら

、
土
地
賃
貸
債
格

に
よ
り
地
方

の
動
的

の
経
濟
力

を
窺

ふ
事

が
出
来

る
の

で
あ

る
。

土
地

の
賃
貸
債
格

調
査
は
、
犬
蕨

省
主
税
局

の
「
土
地
賃
貸
債

格
調
査
事

業
報
告

書
」
に
説

明
が
加

へ
ら
れ

て
る

る
が

如

く
、
土
地
賃
貸
償
格
調
査

法
.(大
正
+
五
年
三
月
法
律
第
四
五
號
)
、
土
地
賃
貸

償
格
調
査
手
績

(大
正
+
五
年
五
月

一

塁

秘
笹

三

號
嵜

局
長
爆

)
,
土
地
賃
貸
彼

格
調
査
癸
員

會
渋

(昭
和
二
年
…茸

法
律
筆

太
號
)
、

土
地
賃
貸

償
格
調
査

委

員
會

法
施

行
規

則
(昭
和
二
年
六
月
+
五
日
大
蔵
省
令
弟
+
八
號
)
を
旗
標

と
し

て
行
は

れ
、
約
千
百

萬
圓

の
国
費

を
用

ひ

大

正
十

五
年

四
月

に
着

手
し

て
以
来

約

一
ヶ
年
年

に
て
之
を

完
成

し
た

の
で
あ

る
。
叢

に
注
意

す

べ
き
ば
、
土
地

賃

貸
償
格
と
云

ふ
の
は

「
貸

主
が
公

課
修
繕
費

其

の
他
土
地

の
維
持

に
必
要

な

る
経
費
を
負
指
す

る
條

件
を
以

て

之
を
賃
貸

す

る
場
合

に
於

て
貸
主

の
牧
得

す

べ
き
金
額
」
を

さ
し
、
而
し

て
賃
貸
慣
格

を
「
大

正
十

五
年

四
月

一
日

・現
在
」

に
調
査
し
た
事

で
あ

る
。
そ

の
結

果
と

し

て
大

正
十
五
年

四
月

一
日
現
在

に
於
け

る
我
國

の
有

租
地

全
部

の
牧

盆
が
明

か
に
せ
ら

れ
た
の
で
あ

る
か
ら

、
我
國

に
於

て
は
人

口
の
国
勢
調
査

の
外

に
土
地

の
牧
盆

の
國
勢
調

査

が
完

成
し

て
み
る
謬

で
あ

る
。
故

に
土
地
賃
貸
償

格

の
調
査
な

る
も

の
は
我
が
経
済
統
計

の
研
究

に
關
す

る
貴

重
な

る
資

料
と
云
は

ね
ば

な
ら

ぬ
。
勿

論

.
土
地
賃
貸
慣

格
調
査

の
目
的
は
地
租

の
課
税
標

準
を
墾
更

せ
ん
と

す

乃
財
政

的
目
的

に
出

で
、

租
税
改
革

の
前
提
と

し

て
行

は
れ
た

の
で
あ

る
が
、
其

の
副
産

物
と
し

て
土
地

の
牧
盆



■

の
國
勢
調
査
が
完
成

し
た

の
は
意

外

の
獲
物

と

云
は
ね
ば

な
ら

諏
。

我
國

の
土
地
賃
貸
償

格
を
田

、
畑

、
宅
地

、
魎

田
、
鑛
泉

地

、
池

沼

、
山
林
、
牧
場

、
原

野
、
雑

種
地
と
云

ふ

風
に
地
鼠

に
分
つ
と
・
第

蓑

を
得
る
事
が
出
駕

・

第

一
表

土
地
賃
貸
債
格
地
目
別
表

地

目

雑 原 牧 山 池 鑛 盤 宅

畑 田泉種

地 野 場 林 沼 地 田.他

計

面

積

一
賃

貸

領

楚

ギ
・
二

■

一

;

、

L

ゴ

三

、

野

一
勤め

二

、

七

六

〇

、

一

一二

[、.
町
.

五

、

八

〇

六
千
坪

一
三　

一
.二

、

・九

〇

一町

八

、

四

七

九

、

三

七

四　

=
二
二
、

四
三
五　

一
、

五

三

八

、

五

三

=
,町

=
ハ
、
O
O
五

平

均

賃

貸

憤

格

(巴

六 二1八

四 二 一・ 三

二 四 一一 二 八 五 八
、 、 、 、 「防'9、

二 五 二 四 三 三 七.:九 五 二=二
六 三 〇 八 三 八 二 四 六 七

四 六 一..二 一 二 六.五.七 ム

六
、

0
、

九
五
八町

一
」
へ

ゆ
門1
」
、
=
一

,
　
ノ

ヨ

騨ノ
聰=

七

・
八

五

七

〇
}
∴
五

〇

八

四

七

・
〇

九

三

九

七

・
六

六

四

二

・
五

七

三

〇

・
四

八

九

〇

・
一
五

二

〇

・
二

九

五

一
四

二

四

九

一
、

七

三

四

、

七

一
九

第

一
表
は
日
本
金
園
の
土
地
賃
貸
償
格
の
総
額
で
あ
る
が

と
第
二
表
を
得
る
事
が
出
来
る
。

人
口
密
度
と
経
濟
生
活

、
更
に
其
面
積
を
地
目
別
に
道
府
縣
別
に
分
類
す
る

第
=
r十
二
巷

七
七
七

第
五
號

二
け五

3)大 蔵省主税局 、土地賃貸便格調査事業報告書
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第

二
表

の
示
す
、P
如

く
地

方

に
よ
り

、
田

、
畑

、
宅
地

、
臨

田

、
鑛
泉

地

、
池
沼
、
山

林

、
牧
場

、
原
野

.
雑

種
地

の
面
積

に
廣

狭

の
別
が
存

し
て
み

る
の
で
あ

る
。
從

て

、
各
地
方

の
土
地
賃
貸
償
格

も
土
地

の
内

容
如
何

に

よ
り
憂
動

せ
ざ

る
を
得
な

い
の
で
あ

る
。
更

に
項

を
改
め

て
土
地
賃
貸
偵
格

の
地
方
別
研
究

を
施

さ

ね

ば

・な

ら

諏

。

第
三

人
目
密
度
と
畢
均
土
地
賃
貸
偵
格
と
の
關
係

人
口
の
國
勢
調
査
の
結
果
と
土
地
賃
貸
償
格
の
国
勢
調
査
の
結
果
と
の
間
に
如
何
な
る
關
係
が
罪
し
て
み
る
だ

ら
う
か
、
此
問
題
を
明
か
に
す
る
薦
め
に
、
先
づ
最
近
の
国
勢
調
査
た
る
昭
和
五
年
十
月

一
日
の
結
果
に
よ
り

一

方
粁
當
り
人
口
撒
を
各
府
縣
に
つ
き
算
定
し
而
し
て
各
店
縣
の
人
口
密
度
が
季
均
人
口
密
度
に
謝
し
如
何
な
る
割

の

コ

合

に
あ

る
か
を

指

数

で
示

す
事

と

し

た

。
第

三
表

が

こ

れ

で
あ
」る
。

人
口
密
度
と
鰹
濟
生
活

第
三
十
二
巻

七
七
・九

第
五
號

二
七

監

全 国 　・・7・・418.・ ・76….・ ・
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密
度

と
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演
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活
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賃
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定
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四
表
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得
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錦
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1

府
縣
縣
縣
縣
縣
縣
縣
府
府
縣
縣
懸
縣
縣
縣
縣
縣
縣
縣
道
縣
縣
縣
縣
縣
縣
縣
縣
縣
縣
縣
縣
縣
縣
縣
縣
縣
縣
縣
縣
縣
縣
縣
縣
縣
縣

轟

葦

梨
木
護

都
豊

勲
賞
井
川
山
川
島
知
海
摯

婁

形
知
岡
重
・
野
饗

膿

・
繋

・
分
崎
賀
鵬
臨

東
神
埼
千
山
栃
茨
群
大
京
呉
楽
和
議
煽
石
富
香
穂
高
北
宮
岩
編
秋
青
山
愛
静
三
岐
最
新
廣
山
岡
鳥
島
愛
熊
雁
大
長
佐
鹿
宮
津

人
口
密
度
≧
経
済
生
活

第
三
十
二
巷

七
八

【

第
五
號

二
九



人
口
密
度
と
経
濟
生
活

第
三
十
二
巷

七
八
二

第
五
號

三
〇

第

三
表

と
第

四
表

と
を
組

合

し
て

一
方
粁
當

り
を
人

口
密
度

と
李
均
土
地
賃
.貸
慣

格
と
を
比
較

す

る
乏

興
味

の

あ

る
結
果
を
得

る
事

が
出
来

る
の
で
あ

る
。
人

口
密

度
と
李
均

土
地
賃
貸
償

格
と

の
両
者

に
付

き
各
店

縣
別

に
大

小

の
順
序

に
並

べ
、
第

五
表
を
得

た
の
で
あ

る
。
軍

に
順
序

だ
け

の
比
較

で
は
眞

相
を
誤

る
虞

れ
が

あ

る
の
で
人

口
密
度

に
も
季

均
土
地
賃
貸

慣
絡

に
も
各
府

縣

別

に
指
数

を
そ

へ
て
お
く
事

に
し
た
。

第

五
.表

地
万
別
李
均
土
地
賃
貸
償
柊
表

土地賃貸領格人 口.密 度

指 数府 縣 名指 轍府 縣 名

97

葡

6臼

船

33

驕

12

鳴

98

97

92

88

蹄

S3

81

78

72

72

70

67

67

砲

64

63

62

61

59

59

59

那

54

53

51

51

60

49

48

45

45

38

38

36

35

28

18

18

16

9

6

1
.ー

ユ

ー

1

1

京
阪
知
川
岡
都
山
玉
川
賀
庫
川
賀
葉
木
潟
分
崎
城
非
山
形
馬
梨
木
口
田
重
城
頁
島
崎
媛
岡
島
鳥
取
島
野
森
阜
山
根
知
手
縄
道

奈

見

歌

海

東
大
愛
帥
謳
京
富
埼
香
佐
兵
石
滋
千
熊
新
大
長
茨
魑
岡
山
群
山
栃
山
秋
三
宮
奈
鹿
宮
愛
静
徳
廣
鳥
輻
長
青
岐
和
島
高
岩
沖
北

50

62

34

74

72

34

30

14

胴

01

98

96

卵

82

73

㈱

69

68

㏄

鵬

62

硯

62

61

60

㈲

甜

58

卵

54

53

52

皿

51

弼

48

弗

澱

38

綿

お

34

認

別

釣

22

11

8

6

2

1

1

1

1

1

]

ー
ノ

.

京
阪
川
岡
知
川
王
都
庫
崎
葉
雷
城
絹
岡
重
媛
島
馬
口
山
本
山
川
木
山
島
賀
島
夏
城
潟
非
分
梨
取
野
形
皐
根
・高
知
崎
森
田
手
道

楽
.

`

歌

見

海

東
大
帥
偏
愛
香
埼
京
兵
長
千
佐
茨
沖
静
三
愛
廣
群
山
富
熊
岡
石
板
和
徳
滋
鹿
奈
宮
新
福
大
山
鳥
長
山
岐
島
一胴
高
宮
青
秋
岩
北



大 の
順

小 序

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

FO

6

7

S

9

0

1

り
;

ゆ
4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

]

1

1

1

1

1

1

]

ー

ユ

2

2

2

2

2

2

2

9
.俸
2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

第
五
表
を
調

べ
て

み
る
と
第

一
に
李
均
土
地
賃
貸
償

格
と
人

口
の
密
度

と

の
大
小

の
順

序
が
大

膿

に
於

て

一
致

す

る
の
を
登
見
出
來

る
の
で
あ

る
.
順

序
が
全
部
合
致

し

て
み

る
も
の

に
東

京

、
大

阪

、
栃
木

、
奈

良

、
北
海
道

の
五
地
方
あ

り
、

一
つ
だ
け
狂

っ
て
み

る
も

の

に
瀞
奈
川

、
輻
岡

、
埼
玉
、
鳥
取

、
岩
手

の
五
地

方
あ

り
、、
二

つ

だ
け
狂

っ
て
み

る
も

の
に
愛
知
、
京

都

.
兵
庫

、
佐
賀

、
岡
山

、
鹿
児
島

、
宮

城
、
長

野
、
岐
阜

の

九

地

方

あ

り
、
三

つ
だ

け
狂

っ
て
み
る
も

の

に
香

川

.
千
葉

.
島

根
.
鷹
島

の
四
地
方
が
あ
り
、
此
等

を
合
計

す

る
と

四
十

七
地
方
中

、
實

に
二
十

三
地
方

に
達

す

る
の

で
あ

る
。
勿

論
、
沖
縄

、
愛
媛

、
静

岡
、
廣

島

の
如

き
人

口
稠
密

に

し

て
、
平
均

土
地
賃
貸

儂
格

の
小
な

る
も
の
あ
り
、
又

、
富
山

、
新

潟
の
如

き
人

口
密

度
稀
薄

に
し
て
、
而

も
平

均
土
地
賃
貸

慣
格

の
高

き
も
の
も
あ

る
が
、
此
等

は
例
外

で
あ

る
。
更

に
、
李
均
土
地
賃
貸
償
格

の
指
敷

を
比
較

.す

る

に
爾
者

が
大
膿

に
於

て
同
様

の
数

字
を
示

し

て
み

る
の
を
知

る
事

が
出
來

る
。

大

小

の
順
序

が
大

燈

一
致

し
、
更

に
指
数

に
よ
り
大

小

の
程
度

が
大
燈

一
致

し
て
み
る
と

せ
ば

、
人

口
密
度
と

土
地
賃
貸
償

格
と

の
間

に
は
、
か
な

り
密
接

な

る
関
係

が
存
在
し

て
み

る
と

云
は
ね
ば

な
ら

ぬ
な

い
の
で
あ

る
。

第
四

人
目
密
度
と
纏
濟
生
活

人
口
密
度
と
経
済
生
活

第
三
十
二
巷

七
八
三

第

五
號

一一二



人
口
密
度
と
纒
演
生
活

・

第
三
十
二
巻

七
八
四

第
五
號

三
二

大
裁

省
調
査

の
土
地
賃
貸

償
格
が
各
地
方

の
経
濟
力

を
反
影

し
、
又
統
計

局
調
査

の
國
勢

調
査
が
人

口
密
度

を

地
質

に
示

す
も
の
と

せ
ば
、
前
述

の
敷

字

は
非
常

に
興
味

あ

る
事
實

を
示
す
も

の
と
云
は
ね
ば

な
ら

躍
。
平
均
賃

貸
慣
格

の
指
歎

と
人

口
密

度

の
指
数

と
が
大
禮

に
於

て
等

し
き
地

方

に
於

て
は
、
人

口
の
密
度

が
適

當

に
構
成

せ

ヘ

ヘ

へ

ら

れ
、
入

口
密
度

の
指
数
が
平
均
土
地
賃
貸
償
格

の
指
数

に
比
し

、
よ
り
人
な

る
地

方
は
人

口
過
剰

に
し

て
、
よ

もり
小

な

る
地
方
は
人

口
過
少
な

り
と

云
は
ね
ば

な
ら

戯
。
・然

れ
ど
も
此
等

二
種

の
敷
字

よ
り
大
膿

な

る
結

論

に
到

達

す

る

に
は
爽

の
三

つ
の
難
鮎
を
解
.決
せ
ね
ば

な
ら

組
。

人

口
側

に
つ
い
て
云

へ
ば
統
計

局

の
国
勢

調
査

は
、
只
今
ま

で
登
表

せ
ら

れ
て
み

る
範
園

に
於

て
は
深
夜

の
静

止
状
態

を
示

す

に
止

ま
り

、
経
済
活
動

の
行

は

る
～
書
問

の
人

口
は
明
ら

か

に
な

っ
て
み
な

い
の
で
あ

る
。

そ
の

結
果

と
し

て
東
京
市

の
九

ノ
内

と

か
、
大

阪
市

の
中

ノ
島

の
如

き
は
国
勢

調
査

は
反

っ
て
人

口
稀
薄

と
し
て
示

さ

れ
郊

外
の
住
宅
地

が
人

口
稠
密

と
な

っ
て
現

は
れ

る
場
合
も
あ

る
。
更

に
人

口
密

度
を
測
定
す

る
に
當

り
、
分
母

と
な

る
べ
き
面
積
中

に
は
、
経
済
生
活

に
比
較
的
關
係
薄

き
も

の
を

含

ん
で
み

る

場
合
が
あ

る
。

例

へ
ば

茨

城

縣
、
滋
賀
縣

、
秋

田
縣
、
島
根
縣

、
幅
島
縣

の
如

き
湖
水

の
面
積

を
分

母
中

に
含
む
が
故

に
、
人
口
が
實

際
以
上

に
稀

薄
と
な

っ
て
み

る
例
が
之

で
あ

る
。

土
地
賃
貸
慣
格

例

に
於

て
も
、
此

種

の
不
都
合

の
存
す

る
を
免

れ
な

い
。
.
帥

ち
有

租
地

の
み
を
問
題

に
し

て
み

る
か
ら

、
免
租
地
が
経
濟
生
活

に
重
要

な

る
意
義

を
有

し

て
み

る
地
方

で
は
平
均

土
地
賃
貸

慣
格

は
其
地

方

の
眞



の
経
済
力

を
反
影

し
難

い
の

で
あ

る
。
叉

、
経
濟

生
活
が

土
地

の
面
積

と
比
較

的
没
交
渉

に
行
は
れ

て
る
る
地
方

に
於

て
も
同
様

で
あ

る
。

最
後

に
人

口
密

度
と
李
均

土
地
賃
貸
債
格

と

の
爾
者

に
共
遍

し
た
難
融

と
し

て
、
爾
者

の
算
定

の
地
域

的
軍
位

を
府
縣

に
求
め
た
事

で
あ

る
。
我
国

の
府

縣

の
匿
劃
な

る
も
の
は
行

政
的
便
宜

に
出

で
必
ず
し
も
自
然

的
及
び
肚

會

的
條

件
と

}
致

し
な

い
の

で
あ

る
。
故

に
土
地
と
人
と

の
關
係

を
統
計

的

に
研
究

す

る
矯

に
は
更

に
行

政
圃
劃

と
離

れ
た
新

し
き
地
域
を
軍
位

と

せ
ね
ば

な
ら
な

い
。
樹

、
各
都
市
別

に
両
者

の
關
係

を
比
較

す

る
事

は
興
味
あ

る
事
實

で
あ

る
が

、
現
今

の
如

く
、
接
続

町

村
の
大
都
市
編

入
が
盛

ん

に
行

は
れ
、
或

都
市

の
如

き
農
地

面
積

の

方
が
宅

地
面
積

よ
り
も
大
な

り
と
云

ふ
奇
観

を
呈

せ
る
場
合

に
於

て
は
困
難

な

る
問
題

で
あ

る
。

此
等

の
諸
鮎
を
考
慮

す

る
と
人

口
密
度

と
李
均
土
地
賃
貸
償

格
と
の
比
較

よ
り
し

て
無
條

件

に
人

口
密
度

と
経

済
生
活
と

の
關
係

に
断
案
を

下
す
事

は
困
難

で
あ

ら
う
。
然

れ
ど
も
人

口
密
度
と
孕
均
土
地
賃
貸

慣
格

と
が
我
國

に
於

て
大
髄

同
じ
方
向

を
走

り

つ
っ
と
あ

る
事
實

は
、
人

口
密

度
と
経

濟
生
活
と
を
比
較

す

る

に
當
り
見

の
が
し

難

き
現
象

で
あ

る
。

人
口
密
度
と
経
済
生
活

第

三
十
二
巻

七
八
五

第
五
號

三
三


